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1．序  論                   
１．１ 研究の背景と目的 
 国立社会保障・人口問題研究所が 2006 年（平成 18 年）に公表した将来推計では、2005 年














しかしながら第一生命は、2010 年（平成 22 年）4月に、大手生命保険会社としては最初







































 本稿は、序論を含めて 4 つの章から構成される。以下では、本稿を構成する各章の概要
を順に紹介していく。  
 第 2 章は「創業者矢野恒太の経営理念」として、矢野恒太と相互会社の出会いから、第一
生命保険相互会社設立までの経緯、そしてその後の経営方針等を確認しながら、第一生命に
おける経営理念と、創業者矢野恒太の経営思想を説明する。 












２．創業者矢野恒太の経営理念       







なお、以下の記述は、特に断りのない限り、第一生命編『第一生命 85 年史』『第一生命 100
年史』『第一生命 100 年の歩み』を参考にしている。 
 
２．１ 矢野恒太と「相互会社」 
第一生命の創立者である矢野恒太は、1865 年（慶応元年）、岡山で 350 年以上続く医者の
家に生まれた。 
彼は家業を継ぐべく、1878 年（明治 11 年）に岡山医学教場（岡山大学医学部の前身）に
入学した。しかし、すぐに家業の医院を継ぐ気にはなれず、恩師にしかるべき病院への就職
斡旋を頼んだ。その恩師、清野勇は、秋に開業したばかりの日本生命で嘱託医の職にあった





を学び、1881 年（明治 14 年）、東京に日本最初の生命保険である明治生命保険会社（現 明
治安田生命）を設立した。その後、1888 年（明治 21 年）には帝国生命（現 朝日生命）が、



































ねて相互会社の利点を説いたが、1893 年（明治 26 年）11 月、その研究の集大成として『非
営利主義生命保険会社の設立を望む』という小冊子を発表するに至った。 
1893 年（明治 26 年）夏、矢野恒太の主張に共感し、安田財閥の創始者である安田善次郎
が、みずからが経営する保険共済組織の共済五百名社についての相談を矢野に持ちかけた。




1894 年（明治 27 年）4月、新会社は合資会社の共済生命（現 明治安田生命）として出発
した。この際に、矢野は同社の 3人の支配人の一人として迎えられた。 
ところが、実際に経営に携わるといろいろな疑問が湧き、矢野は相互会社の経営を実地に





1897 年（明治 30）年 3月に帰国した矢野は、共済生命（現 明治安田生命）の総支配人格
となり、吸収した知識を実際の経営に活かそうとした。しかし、矢野の施策は他幹部たちか
らは革新的と映り、両者の間に溝が生まれた。共済生命退社を決意した矢野は、1898 年（明





































こうした苦労の末、1902 年（明治 35 年）5月末にはなんとか出資者を集めることができ
た。同年 6月、基金拠出者を集めた会合が京橋区の精養軒（現在の銀座東武ホテルあたり）
で開催され、発起人も決まり、社名も日本最初の相互会社であることから「第一生命保険相






1902 年（明治 35 年）10 月 1 日、第一生命は日本橋区新右衛門で営業を開始した。ところ
が、日本で初めての相互会社であった第一生命は、まさに当時のベンチャー企業であり、当
初は相互会社を「倉庫会社」と間違われるなど、パイオニアとしての苦労が絶えなかったと







































第一生命の保険契約が 1,000 万円に達したのは、創立 7年後の 1909 年であった。これと
は対照的だったのが、第一生命の 2年後に相互会社として設立された千代田生命であった。
千代田生命は代理店制度を積極的に取り入れ、開業 2年後の 1906 年（明治 39 年）には保有
契約高が 1,000 万円に達し、さらに 1908 年（明治 41 年）には 2,000 万円を突破したvi。 
 
 第一生命は、創業以来 10 年以上にわたって堅実経営を守り、1915 年（大正 4年）に入る
ころには、伯爵・柳澤保惠社長の個人的信用に頼らなくても、社会的信用を得ることができ
るようになってきた。一方、社内的には、不況が深刻化した 1914 年度（大正 3年度）以降
に新契約高が落ち込み、人心一新を求める機運が芽生えていた。 
 こうした中で、第一生命の資産は 500 万円に達したが、これを機に柳澤社長は 1915 年（大




















































対する対策であろう。矢野は、1935 年（昭和 10 年）に財団法人保生会を設立し、東京・神
田に建てた「保生会館」では、無料での健康相談を実施している。翌年には、東京・東村山
に結核患者向けの療養施設も開設した。その後、政府主導で財団法人結核予防会が設立され






























i片岡直温は 1859 年（安政 6年）、現在の高知県に生まれた。1880 年（明治 13 年）に上京
し、工部省、内務省を経て、1884 年（明治 17 年）に滋賀県の官吏となり、1886 年（明治
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19 年）に同県警部長となった。その後、民間に転身し、日本生命の副社長、社長（1889
年[明治 22 年]～1919 年[大正 8年]）。1892 年（明治 25 年）に衆議院議員に初当選、数次
の当選を経て、政界への関与を深め、後に商工大臣や大蔵大臣を歴任。昭和金融恐慌の引














viii 川村雅彦（2013）「CSV は CSR の進化形だろうか」『ニッセイ基礎研レポート』2013-





 1902 年（明治 35 年）に日本で最初の相互会社として矢野恒太によって設立された第一
生命は、戦前、戦後、高度成長期に着実に保有契約高を伸ばし、1980 年代以降、業界第 2位
の座を堅持することになった。その後、バブル形成・崩壊期、リーマンショックを経て、2010





2008 年（平成 20 年）3月 27 日付で第一生命は、総代会の承認・当局による認可を条件と















るが、バブル崩壊後の「逆ザヤ問題」を受けた 2000 年（平成 12 年）10 月の千代田生命等
の経営破綻、2005 年（平成 17 年）2月の明治安田生命を巡る「保険金不払い問題」等、生





            第一生命 品質保証新宣言 




































 国立社会保障・人口問題研究所が 2006 年（平成 18 年）に公表した将来推計では、2005 年
から 50 年後の 2055 年には、日本の生産年齢人口iが、8,442 万人から 4,595 万人へと、ほ
ぼ半減する結果となっていた。この結果は社会に衝撃を与えた。 





















   1997 年（平成 9 年） 4 月   日産生命経営破綻 
1999 年（平成 11 年）6月    東邦生命経営破綻 
2000 年（平成 12 年）5月     第百生命業務停止命令 
     同 年          8 月    大正生命経営破綻 
同 年         10 月    千代田生命経営破綻 協栄生命経営破綻 
2001 年（平成 13 年） 3 月    東京生命経営破綻 
2008 年（平成 20 年） 3 月   （参考）第一生命 株式会社化を取締役会にて決定 


















成 17 年）2 月、明治安田保険相互会社（以下「明治安田生命」という）において、死亡保
険金に係る不適切な保険金不払いが大量に発覚したことが発端となって発生した。その後
も明治安田生命で新たな不払いが発覚したことなどから、金融庁は 2005 年（平成 17 年）7
月、明治安田生命を含むすべての生命保険会社に対して、過去 5年間における不適切な不払
いについて再検証するよう要請した。その後の調査を踏まえて、2007 年（平成 19 年）12 月
までに、生保各社が直近 5年間の調査結果を報告。生保 38 社で 131 万件、総額 964 億円に
のぼる保険金不払いがあったことが判明し、社会を揺るがす大問題となった。 
















当初の予定通り、第一生命は 2008 年（平成 20 年）3 月 27 日の取締役会での方針決定を
受け、同年 7月の社員総代会にて株式会社化の趣旨を報告。翌 2009 年（平成 21 年）7月の
総代会において株式会社化に関する審議・承認を行い、当局による認可、証券取引所による







































































































i 15 歳以上 65 歳未満の年齢に該当する人口が生産年齢人口ということになっており、
2005 年時点では国内に 8,409 万人が存在しており、これは総人口の約 65％を占める数字








iii 加藤由孝（2008）「保険金不払いに関する一考察」『名城論叢』第 8巻第 4号、pp.204-
208。 
iv 斎藤は株式会社化の方針を決定した平成 20 年 3 月 27 日当時の社長。なお、株式上場し
た 2010 年（平成 22 年）4月 1日に副会長に就任、社長は渡邊光一郎。 
v 2006 年（平成 18 年）12 月に第一生命保険（90％）と損害保険ジャパン（現・損害保険
ジャパン日本興亜）（10％）で設立されたが、2014 年（平成 26 年）3月、損害保険ジャパ
ン（当時）保有分の株式 10％を第一生命に譲渡し、第一生命保険の完全子会社となってい
る。 
vi 1936 年（昭和 11 年）に、矢野恒太の講演・発言等をまとめ、第一生命の関連会社であ
る（株）国勢社より発刊している。 
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